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「都上りの歌」アシュレークラスの学びから(Ⅴ)       聖書は【新改訳 2017】から引用しています 

 

ベレーシート 

これまで、「都上りの歌」には神様のご計画の、特に終わりのことがいろいろな面から啓示されていることを見てきました。

今回も、125篇を預言書として読むことを通して、神様が常に見ておられる終わりのことをご一緒に見せていただきたいと

思います。 

 

まず、この詩篇を語っているのはだれかを考えながら全文を読んでみましょう。 

詩篇 125篇 都上りの歌。 

1 主に信頼する人々はシオンの山のようだ。揺るぐことなく とこしえにながらえる。 

2 エルサレムを山々が取り囲んでいるように 主は御民を 今よりとこしえまでも囲まれる。 
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3 それは 悪の杖が 正しい人の割り当て地の上にとどまることがなく 

正しい人が不正なことに 手を伸ばさないようにするためだ。 

4 主よ 善良な人々や心の直ぐな人々に いつくしみを施してください。 

5 主は 曲がった道にそれる者どもを 不法を行う者どもとともに追い出される。イスラエルの上に平和があるように。 

この詩篇は、4節の「施してください」と 5節の「平和があるように」というところだけに嘆願と見られる表現があります

が、それ以外はただ事実が語られています。ちなみに 5節後半の原文には「あるように」という動詞はなく、直訳は「イス

ラエルの上に平和(=ご計画の完成)」です。今回は、4節と 5節後半を以下のように銘形先生の訳をもって読むことで、125

篇全体を淡々と事実を語っている詩篇として受け取りたいと思います。 

 

詩篇 125篇 都上りの歌。 

1 主に信頼する人々はシオンの山のようだ。揺るぐことなく とこしえにながらえる。 
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2 エルサレムを山々が取り囲んでいるように 主は御民を 今よりとこしえまでも囲まれる。 

3 それは悪の杖が 正しい人の割り当て地の上にとどまることがなく 

正しい人が不正なことに 手を伸ばさないようにするためだ。 

4 主は 善良な人々や心の直ぐな人々に いつくしみを施してくださる。(銘形訳) 

5 主は 曲がった道にそれる者どもを 不法を行う者どもとともに追い出される。 

イスラエルの上に平和(ご計画の完成)。(銘形訳) 

このように読むことで、125篇を人称なき存在、聖霊が語っている詩篇として理解します。聖霊はイェシュアを証しし、イ

ェシュアによってなされる神様のご計画を淡々と語ることで、読む者の霊に励ましを与えてくれる存在です。 

 

(1) 信頼する「バータハ：jf'B;」 

まず、一節の「主に信頼する人々」(ハッボーテヒーム：!yjif]Boh')の語源の動詞である「信頼する」(バータハ：jf'B;)とい
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う語彙に注目しながらこの詩篇に込められた神様のみこころを尋ね求めていきます。「バータハ：jf'B;」は旧約で 120回使

われていますが、詩篇では 46回、「都上りの歌」ではここ一回のみです。それだけに重要な語彙として学びました。 

この詩篇は主に信頼する人々に対する祝福が語られています。主に信頼する人々は「とこしえにながらえる」とありますが、

「ながらえる」と訳されたことばは「ヤーシャヴ：bv'y:」で、主とともに「住む」ことを意味します。主に信頼する者はと

こしえに主とともに住むことが約束されているのです。「信頼する」のオリジナルは御父と御子の関係にあります。信頼は

愛と同義であり、これが「永遠のいのち」です。「信頼する」ということは神様との関係において極めて重要なことなので

す。 

●「バータハ」の初出箇所を確認します。 

申命記 28章 52~53節 

52 その国は、あなたの国中のすべての町囲みの中にあなたを閉じ込め、ついには、あなたが頼みとする(ボーテーアッハ：

j"feBo)高く堅固な城壁は落とされる。彼らが、あなたの神、主が与えられた国中のすべての町囲みの中にあなたを閉じ込め
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るとき、 

53 あなたは包囲と、敵がもたらす窮乏のために、あなたの神、主が与えてくださった、あなたの胎の実である息子や娘の

肉を食べるようになる。 

 

これは、約束の地を前にモーセがイスラエルの民に語った申命記の中のみことばです。神様の御声に聞き従わなかった時に

(申命記 28ː15)受けるべきのろいとして、窮乏のために自分の子どもを食べることになるという悲惨な状況が語られていま

す。このことはバビロン捕囚の時にイスラエルの上に実際に起こりました(哀歌 2ː20、4ː10)。「主の御声に聞き従わない」

のは「主に信頼する」ことができないからです。それはすべてを失うだけでなく、悲惨な結果をもたらすことになるのです。 

この箇所を含む、申命記 28章から 30章までは「モアブ契約」と呼ばれる契約が記されています。「信頼する」とはどうい

うことか、この「モアブ契約」を通して尋ね求めていきます。 
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(2) モアブ契約 

●モアブ契約は「ホレブで彼らと結ばれた契約とは別である」(申 29:1)とあるように、エジプトから贖い出されたイスラ

エルの民と結んだシナイ契約をもとに、イスラエル第二世代の民との間に結ばれた新たな契約です。シナイ契約は「あなた

がたは、～をしなければならない、してはならない」というものですが、モアブ契約では「見よ。私は、今日、あなたがた

の前に祝福とのろいを置く」(申 11:26, 30:1, 19)ということが繰り返し語られています。主の御声に聞き従うなら祝福を、

主の御声に聞き従わなければのろいを与えるという、条件付きの契約であることが特徴です。その選択の結果は、いのちか

死か、祝福かのろいかのどちらかしかなく、中間の道はありません。イェシュアも「あなたがたは、神にも仕え、また富に

も仕えることはできません」と諭され、いのちか死か、どちらかを選ぶことを求めました(マタイ 7ː13)。神様はご自分の民

に主体的に決断し、いのちと祝福を選び取ることを求めておられるのです。 

●申命記 28章には神に従ったときの祝福(28ː1~13)と従わなかったときののろい(28ː15~68)が記されていますが、のろ

いの内容は祝福の 5 倍にもなり、「ついには、あなたがたは根絶やしにされる」という表現が６回もされています。また、
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約束の地に入っても、主の御声に聞き従わないなら、その地から引き抜き、「地の果てから地の果てまでのあらゆる民の間

にあなたを散らす」(64節)と警告しています。これは「離散の民」となることを意味していますが、実際にイスラエルは神

様に従うことができずに、離散の民となってしまいました。 

●しかし、一方で神様はシナイ契約よりもずっと以前、すでに創世記でアブラハムと契約を結んでいます。 

創世記 12章 3節 

わたしは、あなたを祝福する者を祝福し、あなたを呪う者をのろう。地のすべての部族は、あなたによって祝福される。 

この契約はイスラエルを通して地のすべての部族を祝福するという、神様の側からの一方的、無条件の契約です。神様がご

計画を途中で変えることは決してありません。神様はイスラエルを忘れることはないのです。たとえ根絶やしにされる世代

があったとしても、このアブラハム契約に従ってイスラエルは終わりの時まで守られなければなりません。パウロもこのこ

とを「神の賜物と召命は、取り消されることがない」(ローマ 11:29)と語っています。 

この一方的、無条件のアブラハム契約と、「～しなければならない、してはならない」というシナイ契約を結びつけるため
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に、神様がイスラエルの民と新たに結ばれたのがこの「モアブ契約」です。モアブ契約の最大の特徴はどんなに神に背いて

も、罪を犯しても、「悔い改める(シューヴ：bWv)」なら、必ず「回復される」という驚くべきものです。モアブ契約の中に

はそのことが以下のように記されています。 

申命記 30ː1~6,8~10節 

1 私があなたの前に置いた祝福とのろい、これらすべてのことがあなたに臨み、あなたの神、主があなたをそこへ追い散ら

したすべての国々の中で、あなたが我に返り(シューヴ：bWv)、 

2 あなたの神、主に立ち返り(シューヴ：bWv)、私が今日あなたに命じるとおりに、あなたも、あなたの子どもたちも、心

を尽くし、いのちを尽くし、御声に聞き従うなら、 

3 あなたの神、主はあなたを元どおりにし、あなたをあわれみ、あなたの神、主があなたを散らした先の、あらゆる民の中

から、再びあなたを集められる。 

4 たとえ、あなたが天の果てに追いやられていても、あなたの神、主はそこからあなたを集め、そこからあなたを連れ戻さ
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れる。 

5 あなたの神、主はあなたの先祖が所有していた地にあなたを導き入れ、あなたはそれを所有する。主はあなたを幸せにし、

先祖たちよりもその数を増やされる。 

6 あなたの神、主は、あなたの心と、あなたの子孫の心に割礼を施し、あなたが心を尽くし、いのちを尽くして、あなたの

神、主を愛し、そうしてあなたが生きるようにされる。  ・・・ 

8 あなたは再び主の御声に聞き従い、私が今日あなたに命じる主のすべての命令を行うようになる。  

9 あなたの神、主はあなたのすべての手のわざ、あなたの胎の実、家畜が産むもの、大地の実りを豊かに与えて、あなたを

栄えさせてくださる。まことに主は、あなたの父祖たちを喜ばれたように、再び、あなたを栄えさせて喜ばれる。 

10 これは、あなたが、あなたの神、主の御声に聞き従い、このみおしえの書に記されている主の命令と掟を守り、心のす

べて、たましいのすべてをもって、あなたの神、主に立ち返る(シューヴ：bWv)からである。 

すばらしい回復と祝福が約束されていますが、これらのすべての祝福はまず、主に「立ち返る(シューヴ：bWv)」(=悔い改
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める)ことが前提となっています(１，2、10節) 

 

(3) 悔い改める(シューヴ：bWv) 

イェシュアの公生涯における第一声は「悔い改めなさい。天の御国が近づいたから」でした。イェシュアは悔い改めれば回

復するという、このモアブ契約に基づいて、「悔い改めなさい」と呼びかけられたのです。 

バプテスマのヨハネの第一声も同じく「悔い改めなさい」でしたが、イェシュアの呼びかけた悔い改めとは、その意味する

ところは全く違うものでした。それはあの罪、この罪を赦してくださいというたましいの悔い改めであり、それによって人

が神に近づくことは決してできないのです。バプテスマのヨハネは旧約最後の預言者であり、これが旧約の限界でした。 

そのため、神様はエレミヤを通して、モアブ契約からさらに更新された「新しい契約」を、契約を破り続けるイスラエルと

結んでいるのです。 
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エレミヤ書 31章 32~34節 

32その契約は、わたしが彼らの先祖の手を取って、エジプトの地から導き出した日に、彼らと結んだ契約のようではない。

わたしは彼らの主であったのに、彼らはわたしの契約を破った──主のことば──。 

33 これらの日の後に、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約はこうである──主のことば──。わたしは、わたしの律法を

彼らのただ中に置き、彼らの心にこれを書き記す。わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。 

34 彼らはもはや、それぞれ隣人に、あるいはそれぞれ兄弟に、『主を知れ』と言って教えることはない。彼らがみな、身分

の低い者から高い者まで、わたしを知るようになるからだ──主のことば──。わたしが彼らの不義を赦し、もはや彼らの

罪を思い起こさないからだ。」 

新しい契約とは、「神ご自身が律法を神の民のただ中に置き、彼らの心に書き記す」というものです。そのことによって「わ

たしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる」というのです。ここにはそれがどのようにして実現されるのかは啓示さ

れていません。ただ、神ご自身によってなされることだけが語られています。 
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●イェシュアの「悔い改めなさい」はモアブ契約にある回復の約束に基づく呼びかけであり、このあと通られる十字架の死

と復活によってエレミヤの語った新しい契約を成就させることを前提とした呼びかけでした。しかし、このことは長い間隠

されてきました。イェシュアが人となって世に来られ、罪なき生涯を全うした後、十字架の死と復活を通るまで、すなわち、

旧約時代はもちろん、イェシュアの公生涯の間さえも隠されていたのです。 

 

(4) 隠されていること 

●先ほどお読みした申命記 30章の回復のメッセージの直前、29章 29節には不思議なことばが記されています。 

隠されていることは、私たちの神、主のものである。しかし現されたことは永遠に私たちと私たちの子孫のものであり、そ

れは私たちがこのみおしえのすべてのことばを行うためである。 

ここで言われている「隠されていること」こそ、神様が、機能不全を起こしてしまった人の霊をイェシュアの贖いのみわざ

によって回復させることなのです。 
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イェシュアが復活の日の夕方、弟子たちに息を吹きかけて「聖霊を受けなさい」と言われた時に弟子たちの霊が回復し、三

一の神が人の霊の中に内住するということが実現しました。この時「わたしの律法を彼らのただ中に置き、彼らの心にこれ

を書き記す。わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。」という、エレミヤが語った新しい契約が成就しました。

こうして初めて人は霊による、本当の悔い改めに導かれ、モアブ契約で約束された回復の恵みに与ることができるようにな

ります。このように、「隠されていること」が歴史上、初めて「現された」のはイェシュアが復活された日の夕方のことでし

た。そしてこうして「現されたこと」は永遠に「私たちと私たちの子孫」、すなわち「イスラエルのもの」となって、イスラ

エルは「みおしえのすべてを行うことになる」はずだったのです。しかし、彼らがそれを拒んだために、「現されたこと」は

イスラエルよりも先に教会のものとなりました。 

●以上、見てきたように、「主に信頼する」ことも「主の御声に聞き従う」ことも、「主に立ち返る=悔い改める」(シューヴ：

bWv)ことによって初めて可能になることです。そしてその「悔い改め」はイェシュアの十字架の死と復活を通った贖いによ

る霊の回復によって初めてもたらされることを見ました。このように、詩篇 125 篇 1 節の「主に信頼する人々」の「信頼
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する」ことは人が霊によって生きる時に初めて実現することなのです。イスラエルは今も「主に信頼する」ことができずに

います。しかし、5節には「イスラエルの上に平和(=ご計画の完成)」とあるように、聖霊は、イスラエルの上に、隠されて

きた神様のご計画が完成すること、霊の回復がなされることを預言しています。それは終わりの日、大患難の中で「恵みと

嘆願の霊」が注がれることによって実現するのです。その時イスラエルは神に立ち返り(シューヴ：bWv)、完全に主に信頼

する者（ハッボーテヒーム：!yjif]Boh'）となり、みおしえのすべてを行うようになり、モアブ契約で約束されたすべての祝

福を受けることになるのです。 

 

(5) パラレリズム 

125篇の講義では、聖書をパラレリズムによって読むことを学びました。次に、そのことをご一緒に見ていきたいと思いま

す。 

●「主に信頼する人々」とはどのような人々なのか、パラレリズムによって理解します。もう一度全文を読んでみましょう。
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マークをしたところに注意しながら聞いてください。 

詩篇 125篇 都上りの歌。 

1 主に信頼する人々はシオンの山のようだ。揺るぐことなくとこしえにながらえる。 

2 エルサレムを山々が取り囲んでいるように 主は御民を 今よりとこしえまでも囲まれる。 

3 それは悪の杖が 正しい人の割り当て地の上にとどまることがなく 

正しい人が不正なことに 手を伸ばさないようにするためだ。 

4 主は 善良な人々や心の直ぐな人々に いつくしみを施してくださる。(銘形訳) 

5 主は 曲がった道にそれる者どもを 不法を行う者どもとともに追い出される。 

イスラエルの上に平和(ご計画の完成)。(銘形訳) 

「主に信頼する人々」が様々なことばに言い換えられていますが、すべて同じ概念を持っており、同じ人々を指しています。

これが同義的パラレリズムという表現方法です。 
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パラレリズムで読むということは、聖書によって聖書を理解することです。125 篇では、「主に信頼する人」とは、「御民」

であり、「正しい人」であり、「心の直ぐな人」、「善良な人」、そして「イスラエル」(正確にはイスラエルの残りの者)である

ことがわかります。それは道徳的、倫理的に「正しい」とか「善良」という意味ではありません。やがてメシアにつながる

人々のことであり、すべて預言的に理解する必要があります。 

●125篇では、主が「御民」すなわち神ご自身の民であるイスラエルを、どのような民として造り変えようとしているのか、

ご自身の民にどのような祝福を与えようとしておられるのかが語られています。それは以下のような内容です。 

イスラエルの残りの者は主に完全に信頼する者となり、正しく、心が真っすぐで善良な人に造り変えられることが語られて

います。そして、彼らには揺るぐことなくとこしえにながらえるという祝福が与えられます。すなわち、永遠に主とともに

住むことが約束されているのです。そして、神が最大の関心を持って永遠に見ておられるエルサレムと同じように彼らも主

によって永遠に囲まれ、彼らが不正に手を伸ばさないように、悪の杖からも守られます。さらに、彼らには主のいつくしみ

(トーヴ：b/f)が与えられることが約束されています。そして最後の 5節には「イスラエル」、正確には「イスラエルの残り
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の者」にはこのような神のご計画、みこころ、みむね、目的が成就されるのだということが語られているのです。 

●このように、「主に信頼する人々」とは「イスラエルの残りの者」であり、以上のような祝福が約束されている人々のこと

です。そして、教会をはじめ、贖われたすべての者も彼らにつながることによって、これらの祝福に与ることになるのです。 

 

●次に、「信頼する」ということを聖書の他の箇所にある同義的パラレリズムによって見てみましょう。 

イザヤ書 30章 15節 a 

イスラエルの聖なる方、神である主はこう言われた。 

「立ち返って 落ち着いていれば、あなたがたは救われ、 

静かにして 信頼すれば、あなたがたは力を得る。」 

上の段と下の段は同義的パラレリズムです。 

イスラエルの聖なる方の呼びかけの中にあるこれら「立ち返る」「落ち着く」「静かにする」「信頼する」という四つのことば



18 
 

を同義的パラレリズムとして、アシュレークラスでは以下の図のように学びました。 

                   

 

「改悔」の語源のヘブル語動詞は「シューヴ：bWv」。神に向きを変えるように促していることばです。 

「静謐」の語源の動詞は「シャーカト：fq'v;」。神のために何かをするのではなく、ベタニヤのマリアのようにいつも静ま

って神に聞く態度です。 

「信頼」の語源の動詞は「バータハ：jf'B;」。神に完全に委ねきる姿勢です。 

「平穏」の語源の動詞は「ヌーアッハ：j"Wn」。どんな時も心を騒がせることなく平安でいることです。 
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これらのことを実行するならば、「救われる」また「力を得る」ことを神様が保障しています。しかし、実はこれらはすべて

霊の中で起こることで、この時はまだ隠されていました。 

ですから、続く 15節後半には「あなたがたはこれを望まなかった。」とあります。イザヤの時代の多くの人は神のこの呼び

かけを受け入れることができませんでした。彼らはここで語られている目に見えない保障よりも、目に見える助けの方が安

全だと思ったからです。彼らは大国に頼り、神に信頼しなかったのです。 

「これを望まなかった」とありますが、実は「望めなかった」「信頼できなかった」という方が正しいのです。なぜなら、「改

悔」「静謐」「平穏」「信頼」はたましいでどんなに頑張ってもできることではなく、霊によって初めてもたらされるものだか

らです。霊が回復したならば、まず改悔に導かれます。イェシュアの贖いによって完全に赦されていることを霊によって悟

るので神に向きを変える、神に立ち返る事ができるようになるからです。さらにイェシュアの中へと入ることによって、静

謐、平穏、信頼の恵みに与るようになるのですが、この時まだこのことは隠されていました。 

その、神に従うことのできないイスラエルに対して、続く 18節で神様はさらに語りかけます。 
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イザヤ書 30章 18節 

それゆえ主は、あなたがたに恵み(ハーナン：@n"j;)を与えようとして待ち(ハーハー：hk;j;)、 

それゆえ、あわれみ(ラーハム：!j'r:)を与えようと立ち上がられる(ルーム：!Wr)。 

主が義の神であるからだ。幸いなことよ、主を待ち望むすべての者は。 

ここも同義的パラレリズムで記されています。 

「恵み」(ハーナン：@n"j;)と「あわれみ」(ラーハム：!j'r:)は同義です。そして、「待ち」(ハーハー：hk;j;)、「立ち上がられ

る」(ルーム：!Wr)という二つの動詞によってこのあわれみは行動を伴うあわれみであることが表されています。終わりの

日にイスラエルの残りの者に注がれる恵みと嘆願の霊はこの「ハーナン：@n"j;」が何重にも重ねられた霊であることは以前

学びました。ここには直接書かれていませんが、神様が終わりの日に、恵みと嘆願の霊を注ぐことでイスラエルの残りの者

の目を開かせ、本当の悔い改めに導くことによって、彼らを完全に主に信頼する者として造り変えることが啓示されている

のです。 
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ベアハリート 

詩篇 125篇 1節 

主に信頼する人々はシオンの山のようだ。揺るぐことなくとこしえにながらえる。 

主に信頼する人々とはとこしえに主とともに住むことが約束された人々です。 

125篇では、この「主に信頼する人々」こそ、真の神の民であり、やがて正しく、善良で、直ぐな心を持つ「イスラエルの

残りの者」として起こされることが語られています。終わりの日には、このようにして、神様の約束がすべて実現すること

が証しされます。イスラエルの残りの者には、神様が約束に忠実なお方であること、真実(アーメン：@mea;)なお方であるこ

とを証しする使命があるのです。これがたましいではなく、霊によって生きる者たちの実体です。メシア王国にはこのよう

な者たちが集結するのです。そして、「とこしえにながらえる」ことを初め、神の民に約束されているすべての祝福の実体も

またメシア王国にあります。これこそが神様の「義」、すなわち「救い」なのです。 

御国が来ますように。                        2026年 7月 29日   木曜 AC 村上京子             


